
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆1/17（月）の自己採点の後、記入した集計用紙が各業者(「駿台ベネッセ」「河合塾」)に提出され、各

業者で、全国から 1 か所に集計データが集められ、全国集計作業が行われます。大学入試センター発表

の平均点等の中間発表(1月 19日（水）予定)等も参考資料として、その後のリサーチに活用されます。 

☆集計結果は 1月 20日(木)頃に各高校・予備校へ、次いで本人に個人票も戻されます。 

さらに場合によっては、得点調整の有無と段階表示換算表が 1月 21日（金）に発表されます。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                 

☆その後すぐにその集計結果(判定等)や平均点等を参照しつつ、担任の先生との間で出願調整の面談が

行われて出願大学の確定が行われるのです。このようにして、多くの国公立大学の出願期間である 1 月

24日（月）～2月 4日（金）に、各国公立大学の前期・中期・後期、独自(ABC)日程の出願を同時に行う

ことになります。尚、自然災害等を理由とする再試験、疾病や事故等のやむを得ない理由で受験できな

かった人を対象にする追試験が 1月 29日(土)・30日(日)に予定されています。             

☆「私大の共通テスト利用入試」に関して、共通テスト以前の出願(事前出願)については、各大学が定

める時期に既に行われているはずなので、共通テスト以後の出願が認められている大学について、リサ

ーチを行ったうえで出願(事後出願)することになります。 

さらに、「私大の一般入試」は、医療系・農業系を中心に早いところでは 1月末頃からスタートします

が、多くは 2月の初旬から中旬をピークにして 20日前後までに受験日が集中しています。各大学が様々

な日程になっていますので、合格が決まった際の手続きの締め切り日も含めて、綿密な受験日程の調整

が望まれます。特に道外私大を本校会場で受験することを検討している生徒は、それに交通機関や宿泊

の検討も必要になるため、慎重なうえにも慎重に日程調整したいものです。 

 

 

 

「共通テスト」で特に目立って必要とされる学力は、情報処理能力。長文で書かれた資料から設問で

問われている内容だけを短時間に切り取ってくる力。この力がないと長文で構成された問題に時間ばか

りとられます。このように考えると普段の学習の中でも「時間」の枠を意識した問題解法が重要となり

ます。またそれに付随しますが、「読む速度」と共に「内容の把握力」、これも一朝一夕には身に付けら

れるものではありません。複数の作業を同時にもしくは短期間に並行して切り替えながら実行する力（マ

保護者と高校生の皆様へ  理事長・校長 福島 新四郎  
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来年、再来年「共通テスト」を受験する高 2、高 1 生の皆さんへ 「共通テスト」の特色 

 

 

 

「共通テスト受験後の流れ」と「注意事項」 

 

＜裏面に続く＞   

新年を迎え、受験学年はこの通信が着くころには「共通テスト」の受験中或いは受験した直後でしょう。思います。 

また高 2、高 1の皆さんはこれから我が身となるわけです。この時期だからこそ「共通テスト」の学 

習方法について挙げてみました。（後掲参照） 

 「共通テスト」は国公立大学のみならず私立大学でも「共通テスト」結果のみで出願できる募集枠があ

るように大学を受験をする人なら誰でも自分の学力を示したり、受験チャンスを増やせるといった仕組み

を持つ試験です。勿論受験生によって初めての「本番試験」であり大勢の受験生の中で自分の力（学力）

をどれだけ発揮できるかといった側面もあります。 

既に「共通テスト」の受験が終わった高 3生の皆さんは「共通テスト」結果のみでの出願をする人は別

として、ほとんどの人は国公立の二次試験（前期・中期・後期）や私立大学受験が目白押しに控えている

はずです。出願の手続きも含めて、これからの毎日は自分の受験スケジュールに合わせて二次対策、私大

対策を受験直前まで頑張りましょう。当校の先生にも対策の方法等遠慮なくご相談下さい。 

  



ルチタスク的発想）が、重要となります。 

 

              

 

時： 1/28（金）19：30～   所： 麻生校校舎内  

内容： 将来大学受験をする生徒を対象にした進路ガイダンス 

学部ごとの特徴や道内各大学の入試難易度、１年～２年後に志望校に合格するためには、どのよ 

うな勉強をどのくらいやればいいのかなど、今後の勉強の指針になる情報を、当予備校教務（情

報部）職員・吉岡よりお話致します。参加を希望する中学生、高校 1・2年生は麻生現役部担任の

木下までご連絡下さい。  円山校生―井尾責任者まで    札幌駅前校生―原責任者まで                                                                                                                                                                                                                                                                                                                  

               

 

 

 ――円山校・麻生校・札幌駅前校生共通――― 

共通テスト終了後から国公立大二次試験までの期間は 39 日間あります。この期間、  

受験生にとっては非常に重要な学習期間です。クラズユニックでは、受験生全員に最後

まで徹底して学習指導をする目的で、麻生本校にて大学別対策講座を開講しています。

直前講習会はハイフレックス授業として開講しますので、札幌駅前校・円山校の生徒も

オンラインで受講できます。受講希望の生徒は積極的にどしどしお申し出下さい。私大

受験生にも直前対策講座を開講しています。結果が出るまで粘り強く学習して下さい。  

 尚、円山校東進生においては「大学別対策講座」をご用意しております。  

直前講習一覧  
教科名  講座名  教科名  講座名  

英語  

医学部英語  

数学  

医学部数学  

北大英語  北大理系数学  

樽商英語  北大文系数学  

教育大英語  教育大数学  

国公立二次英語 H 国公立二次理系数学 H 

国公立二次英語 S 国公立二次理系数学 S 

私大英語 A 国公立文系数学  

北海北星英語  私大数学  

国語  

北大国語  

理科  

国公立二次物理 H 

教育大国語  国公立二次化学 H 

国公立二次国語  国公立二次生物 H 

私大国語 A 国公立二次物理 S 

北海北星現代文  国公立二次化学 S 

その他  
面接  国公立二次生物 S 

小論文  地歴公民  北大二次地理・日本史・世界史  

                                 

＜2022年 1月～2月の予定＞は右側の「ＱＲコード」からＨＰ上でご覧下さい。 

緊急時連絡はラインでお知らせ致します。  

 

麻生本校☎011－716-7162 円山校☎011－613－7755 

札幌駅前校☎011－299－6030 

 

 

※円山校、札幌駅前校生もご参加頂け

ますので、興味のある方は各校舎責任

者までご連絡ください。 

直前講習会について 1月24日（月）スタート！ 

麻生本校 進路ガイダンスのご案内  

 

 


